
初級段階における中国語発音の指導について

アブストラクト

本論文では、初級段階における中国語発音の問題点を子音、母音、声調の順で取り上げて考察した。本論文で使用

したデータは、立命館アジア太平洋大学の中国語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの日本人学生に対するピンインの読み取り調査で得ら

れたものである。データ分析の結果、次の諸点が明らかになった。まず、子音については、調音方法の習得状況を

調査したところ、多くの被験者が有気音を習得したにも関わらず、有声無気音を用いて無声無気音を発音する現象

が多いことが分かった。次に、母音については、モーラ言語の影響を受けて、鼻音韻尾を単独で分節する現象が一

部の日本人学生の発音に観察されている。最後に、声調については、単母音と 2音節語という 2つの項目に分けて

調査を行った。そこで明らかになったのは、１音節の発音は正確に発音できるようになっても、2 音節語だと発音

が不安定になることである。たとえば、単母音で高い正答率を得られた第二声は 2音節語においては正答率が大幅

に下がってしまった。
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